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対象地区（県庁周辺地区）の現況 

 

１）地区周辺の施設立地状況 

➤大規模な官庁施設が集積する歴史と景観および地区周辺の閑静な住宅地 

➤県有施設の老朽化および県行政施設・駐車場の分散立地 

特 性：対象地区は、明治期から現在に至るまで官庁施設が集積しており、その歴史と趣ある景観を有するとともに、地

区周辺は、閑静な住宅地である。 

問題点：現在は、県行政施設の老朽化、施設の環境性能の低さや手狭な執務環境、県行政施設や駐車場の分散

立地が問題となっている。県庁舎においては、外部に開かれた機能・空間が乏しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
■対象地区及び周辺の施設立地状況 

明治期より県庁通り周辺に官庁施設が立地

し、現在も地区内には、県庁舎や国合同庁舎等

の官庁施設が集積している。 

しかし、県行政施設の老朽化、施設の環境性

能の低さや執務スペースが手狭な状況が問題と

なっているとともに、施設が分散立地している状況

である。 

県庁舎においては、庁舎に使用する全ての電

力を県企業局の水力発電由来の再生可能エネ

ルギーに切り替える等の脱炭素の取組（全国

初）を進めており、県の中枢拠点として、更なる

防災、脱炭素の取組を先導的に進めていく必要

がある。 

地区周辺は閑静な住宅地であり、県庁舎西

側は戸建住宅が集積し、近年では城北線沿道

にマンション立地も見られる。 

長野合同庁舎（築60年以上） 

 
【中心市街地の施設立地状況図】 

善光寺 

対象地区 

権堂駅 

長野県庁 

長野駅 

出典：都市計画基礎調査より作成 

 

1．施設関連 

【対象地区の施設立地および官庁施設の概況図】 

対象地区 

知事宿舎 

大正 2年 

（築111年） 

議員会館 
昭和 39 年 
（築60年） 

本館棟 
昭和 41 年 
（築58年） 

合同庁舎別館 
昭和 61 年 
（築 38 年） 

中央消防署 
平成 28 年 
（築 8年） 

西庁舎 
平成 10 年 
（築26年） 

議会棟 
昭和 43 年 
（築56年） 
議会増築棟 
平成 4年 
（築32年） 

長野合同庁舎 
昭和 36 年 
（築 63 年） 

県町宿舎 
平成 5年 
（築31年） 

資料 2 第 1回 県庁周辺の整備方針策定に向けた有識者会議 

県庁舎本館東棟/免振改修済 

 

合同庁舎別館 

 

議員会館（築60 年以上） 

 

県庁舎西側の戸建住宅地 

 

城北線沿道の高層新築マンション 
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NO 施設 
敷地概要 

形態 利用者・駐車台数 敷地面積 

❶ 妻科駐車場 自走式平面駐車場 職員用 59 台、その他 2台 1,971.16 ㎡ 

❷ 県町駐車場 自走式平面駐車場 来庁者用 29 台 711.43 ㎡ 

➌ 長野合庁北第 1駐車場 自走式平面駐車場 職員用兼来庁者用 131 台 4,325.89 ㎡ 

❹ 長野合庁北第 2駐車場 自走式平面駐車場 公用車用 78 台 2,019.06 ㎡ 

❺ 長野合庁別館駐車場 自走式平面駐車場 公用車用 12 台 991.71 ㎡ 

❻ 岡田駐車場 自走式平面駐車場 職員用 8台、来庁者用19 台、公用車用 8台 932.74 ㎡ 

❼ 議会第 2駐車場 自走式平面駐車場 職員用 7台 135.20 ㎡ 

❽ 県庁北側駐車場 自走式平面駐車場 来庁者用 66 台 1203.18 ㎡ 

❾ 聖徳駐車場 自走式平面駐車場 来庁者用 4台、公用車用14台 1,523.00 ㎡ 

❿ 
県庁平面駐車場 
※正面玄関側、本館北側立体、議会

棟南側、議会棟西側、議員会館 

自走式平面駐車場 来庁者用 280 台 35,964.36 ㎡ 

表．県有駐車場の概要 

県有駐車場／➌長野県合庁北第1駐車場 

3 つの駐車場が隣接し、大規模な低未利用地となっている 

県庁敷地内にある県庁平面駐車場と駐輪場 

県庁通りに面して立地するため、県庁舎入口までのアプローチを分かり難くしている 

 

 

 

【駐車場分布図】※民間駐車場の台数は航空写真よりカウント 
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ホテル 

国際 21 

 

❿ 
 ❼ 

 

❻ 
 対象地区 

■対象地区及び周辺の駐車場立地状況 

対象地区内にある県有駐車場は、分散立地しているとともに、職員用、来庁者用、公用車用が混在し、利用者にとって不便な

状況である。 

また、県庁舎においては、県庁通り沿いの駐車場・駐輪場により、エントランスまでのアプローチが分かりにくい等、外部に開かれた

機能や空間が乏しい状況である。 

 

県有駐車場／❹長野県合庁北第２駐車場 県有駐車場／❷県町駐車場 
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１）公園（オープンスペース）等の状況 

➤県庁通りの並木によるみどり・景観軸を形成、善光寺用水や大峰山・旭山の借景 

➤滞在しやすい公園等の空間が不十分 

特 性：県庁通りはプラタナス等の大型街路樹の並木により、みどりの景観軸が形成されている。また、善光寺用水や借

景となる大峰山、旭山の自然景観を有する。 

問題点：地区内には、ひまわり公園が立地しているが、誘致範囲に入らない公園不足エリアであり、滞在しやすい公園

等の空間が不十分である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２）道路の状況 

➤県庁通りでは通勤時に歩行者等が集中し、狭隘さを感じる 

 

特 性：中心市街地の幹線道路、補助幹線道路は、ほぼ整備が完了している。幹線道路である県庁通りは、緊急輸

送道路に位置づけられている。 

問題点：県庁通りの県庁前交差点から県庁舎入口までの区間は、特に通勤時において、歩行者や自転車が集中し、

狭隘さを感じる。 

  ■緑・善光寺用水の現況 

中心市街地における都市公園は、「ながの表参道セントラルスクゥエア」が令和2年に整備され、8箇所となったが、誘致圏か

ら外れている箇所もある。対象地区では、ひまわり公園が立地するものの、公園不足エリア内に入っている。 

中心市街地の幹線道路では、ほぼ街路樹が設置されており、緑のネットワークが形成されている。特に県庁通りでは、プラタ

ナスによる大型樹木により、みどりの景観軸が形成されている。 

市街地から見渡すことができる山々は重要な景観要素であり、特に旭山、大峰山、地附山等の市街地周辺の

山々は古くから地域の良好な景観を形成しているとともに、善光寺用水等の河川、水路が骨格的な景観にもなって

いる。県庁南側には「大口分水工」や、西側には「八幡山大堰」もあるなど、県庁周辺には善光寺用水の歴史施設が立地し

ている。 

善光寺用水 

大口分水工 

 

県庁通り 

プラタナス等の街路

樹による並木通り 

 

【緑の分布図】 

ひまわり公園 

豊かな緑を有するが、

高低差があり、滞在で

きる空間が少ない 

対象地区 

出典：長野市緑を豊かにする計画/平成 31 年 4月/長野市 より作成 

■道路状況 

中心市街地においては、交通セル方式の実現を目指して、中心市街地内の道路網の整備が行われてきており、1998年長

野冬季五輪までに４車線の環状道路が完成した。県庁通りもこの環状道路の一部であり、災害時における緊急輸送道路に

も位置づけられている。中心市街地の都市計画道路は、ほぼ供用されつつある。 

幹線道路である県庁通りの県庁前交差点から県庁舎入口までの区間は、特に通勤時において、歩行者や自転車が集中

し、狭隘さを感じる。 

 

県庁通り/県道 399号 
県庁舎前 道路断面図 

出典：2023 年度長野市都市計画道路整備状況図より作成 

【都市計画道路の整備状況図】 

県庁通り/県道 399号 

県庁舎前交差点付近の通勤時の様子 

対象地区 

２．基盤関連 

大口分水工● 

 

八幡堰 

県庁舎本館北側

広場からみる旭山 

 

出典：国土地理院 デジタル標高地形図 

中心市街地周辺に

は、旭山をはじめとする

山々が連なる 


